
          

「誰一人取り残さない」地域を目指して… 

多賀城発の地域課題、多様化する社会、その先にある可能性は無限大！ 

障害者、外国人労働者、貧困、孤立、LGBT、・・・ 

共生社会とユニバーサルな地域をつくるべく 

地域課題解決に向けて、新たな関係性を築き 

イノベーションの創出を目指すスタートアップ会議！ 

多 賀 城 か ら 、 

持 続 可 能 な 関 係 性 を 探 る  

企 業 × 地 域 × 市 民 × Ｎ Ｐ Ｏ × 自 治 会 × 行 政… 

2021 (FRI) 

参加無料 

オ ン ラ イ ン 開 催(Zoom) 

13:30〜16:30 (Open13:00） 

主催：多賀城市市民活動サポートセンター（多賀城市）       企画･実施：特定非営利活動法人せんだい･みやぎＮＰＯセンター 

NPO issue＋design 代表/ 

慶應義塾大学大学院特任教授  

1975年生。2008年ソーシャルデザインプ

ロジェ クトissue+designを設 立。以降、

社会課題解決のためのデザイン領域の研

究、実践に取り組む。代表プロジェクトに、東日本大震災のボ

ランティアを支援する「できますゼッケン」、300人の地域住

民とともに未来を描く「みんなでつくる総合計画」ほか。 

GOOD DESIGN AWARD 2019 BEST100「SDGs de地方創

生」カードゲーム開発者。日本計画行政学会学会奨励賞、D＆

AD（英）他受賞多数。著書に『ソーシャルデザイン実践ガイ

ド』、『持続可能な地域のつくりかた』など。 

プロ 

グラム 
●ゲストトーク 

  筧 裕介氏「持続可能な地域のつくりかた」 

●６つの地域課題を考える 

 声から課題を知り、できることを考えていきます 

ゲスト 

〔テーマ〕 

 ①ユニバサールなまち 

 ②貧困・孤立・フードロス 

 ③発達障害 

 ④外国人労働者     

 ⑤化学物質過敏症 

 ⑥LGBT・ジェンダーレス 

2020 

筧 裕介 氏 
かけい     ゆうすけ 



ご所属（会社・団体名など） 

お名前 

ご連絡先 

メール（※オンラインのため必須） 
 

 

電話 

 

興味のあるテーマをおしえてください（選択し〇をつける） 

（ ）ユニバーサル（ ）貧困（ ）発達障害 

（ ）外国人労働者（ ）化学物質過敏症 

（ ）LGBT・ジェンダーレス （ ）どこでもよい 

※参加に配慮が必要な場合はおしえてください 

電話・FAX・メール、窓口、申込みフォームで

お申込みください。 ①ご所属（会社・団体

名など） ②お名前 ③ご連絡先（電話・メー

ルアドレス） ④興味のあるテーマをお選ん

でお知らせください。 

※参加に配慮が必要な場合はお知らせください 

  例）文字情報、Zoomのやり方など 

申込み方法 

多賀城市市民活動サポートセンター 

〒985-0873 多賀城市中央2丁目25-3 

TEL ：022-368-7745  

Fax ：022-309-3706 

tagajo@sapo-sen.jp  

httpｓ://www.tagasapo.org/ 

申込み・問い合わせ 

「社会の課題に、市民の想像力を」 ― NPOissue+design 

私たちが暮らす地域にある困りごと。それは、困っている人や関わっている人たち

だけの問題ではありません。 

当事者や課題解決に向けて活動している人たちの声を聞き、少しでも地域の課

題解決に近づけるように、企業、市民活動団体・NPO、自治会・町内会、行政、市

民のみなさんと一緒に考えていきます。 

小さな声を地域の課題として考え、みなさんとこれから持続的に取り組んでいく

きっかけとなればと思います。                 

Tagajo 

申込みフォーム 
締切り：1月19日(火）まで 

１．ユニバーサルなまち 

  

誰もが利用できるまちの公共施設や交通や道路。当たり前と思っていても、利用できない、

利用が難しい市民もいます。2016年から施行された障害者差別解消法。宮城県も条例検討に

動いている今、ユニバーサルなまちについて考えていきます。 

２．貧困・孤立・フードロス 毎日のごはんを食べることができない人がいる一方、大量の食料が廃棄されている現状があ

ります。良い食の循環を生み出すことで、困っている人の生活と、環境を守ることができる

方法を探っていきます。 

３．発達障害 地域にはいろいろな障害のある人も暮らしています。発達に凸凹のある人や音や光に過敏に

反応して、暮らしにくさを感じる人もいます。いろいろな特性のある人を知ること、接し方

を知ることでだれもが暮らしやすいまちになると思いませんか？ 

4．外国人労働者 多賀城にもたくさんの外国人技能実習生が働き、私たちの身近に暮らしています。働く世代

が減っていく中、ますます外国人労働者の数は増えていくことが予想されます。同じ地域に

暮らす市民として、私たちができることを考えます。 

5．化学物質過敏症 目に見えない化学物質に苦しんでいる人たちがいます。柔軟剤や芳香剤、洗剤など、私たち

の周りには化学物質があふれています。日常に使われる化学物質で学校や職場へ通えなくな

ることを他人事ではなく自分事として考えてみませんか。 

6．LGBT・ジェンダーレス 

 

LGBTを含む自分の性に違和感を感じている人が１割いると言われています。教育、福祉、

就労、医療などの現場での理解が求められています。また、性別で区別したり判断されな

い、個人らしく生きることができる社会が求められています。 

多賀城の6つのテーマ(課題） 

＊ご記入いただいた個人情報は当センターの事業、案内のみで利用いたします 

申込みフォーム 

※上記アイコンは、国連で採択された持続可能な開発目標（SDGｓ）17のゴールをあらわしたものです 


